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三
・
三
三
五
五
を
意

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
節
も
あ
る
。
恋
緒
歌
に
敬
和

:
・
い
つ
し
か
と
嘆
か
す
ら
む
そ
」
が
更

で
は
「
嘆
く
そ
ら
安
け
な
く
に

歌
直
接
の
影

を
確
認
す
る
の
で
あ
る
。

思
ふ
そ
ら
苦
し
き
も
の
を
」
と
か
ぽ
か
さ
れ
。
、

そ
の
代
わ
り
に
か
紅
の
娘

の
流
れ

子
。
が
登
場
し
た
点
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
春
景
へ
の
憧
れ
と
娘
子
の

幻
想
は
、
具
体
的
表
現
と
し
て
は
グ
春
の
野
遊
び
。

の
描
写
と
し
て
定
着
す

み
る
な
ら
、
こ
こ
に
き
て
妹
へ
の
憧
れ
を
歌

れ
る
の
は
必
然
の
流
れ
で
も
あ
っ
た
。
越
中
赴
任
の
間
も
な

歌
日
誌
を

歌
が
現

の
悲
報

借
り
、
る
。
そ
れ
に
際
し
て
娘
子
は
、
憶
良
歌
か
ら
か
紅
の
赤
裳
裾
引
く
。
娘
子
を

か
若
菜
摘
み
。
の
表
現
は
、
家
持
に
と
っ
て
身
近
な
巻
八
の
赤
人
短

が
届
き
、

そ
の
後
家
持
も
柾
疾
に
沈
む
こ
と
に
な
る
。
よ
う
や
く
に
そ
れ
ら

歌
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

を
乗
り
越
え
つ
つ
あ
っ
た
こ
ろ
、
家
持
は
更
贈
歌
を
池
主
へ
宛
て
た
。
果
た

こ
の
あ
た
り
の

熟
知
し
て
い
た
池
主
は
、
家
持
長
歌
は
勿
論
、

し
て
、

そ
の
前
半
部
に
は

の
死
・
自
身
の
病
・
妹
へ
の
思
い
が
さ
り
げ

そ
し
て
後
半
で
は
春
へ
の
憧
れ
か
ら
汐
紅
の
娘
子
。
を
歌

そ
れ
の
よ
る

-
赤
人
歌
・
巻
十
三
に
ま
で
立
ち
至
り
応
じ
た
。
敬
和

な
く
込
め
ら
れ
、

歌
前
半
で
の
さ
り
気
な
い
慰
め
、
そ
し
て
と
り
わ
け
後
半
の
「
娘
子
ら
は
思

ひ
乱
れ
て
君
待
っ
と
う
ら
恋
す
な
り
」
、
恋
歌
仕
立
て
の
短
歌
三
九
七
四

1

う
。
こ
の
娘
子
の
描
写
も
決
し
て
唐
突
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

更
贈
歌
に
先
立
つ
池
主
と
の

答
で
、
春
の

へ
の
憧
れ
は
、
漢
序
の

一一寸

、

松
春
苑
、

暮
春
鷲
、

春
林
。
」
(
三
九
六
五
序
)

池
主
は
こ
れ
ら
を
山
吹
の
花
に
添
え
て

激
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、

っ
た
。
池
主
の
配
慮
に
い
た
く
感

動
し
た
家
持
は
、
更
に
三
九
七
六

1
七
七
を
贈
る
。
こ
れ
ま
た
恋
歌
そ
の
も

の
で
、
池
主
へ
宛
て
つ
つ
も
同
時
に
、
自
身
の
妹
へ
の

七
五
が
家
持
の
大
嬢
へ
の
思
い
を
格
別
に

と
い
っ
た
表
現
に
溢
れ
、
池
主
か
ら
の
、

「
紅
桃
灼
¥

花
憐
、

翠
柳
依
と
、
婿

。
」
(
三
九
六
七
序
)
に
よ

に
高
め
ら
れ
て
い
っ

い
を
助
長
さ
せ
た

た
。
と
り
わ
け
、
こ
の
池
主
の

が
よ
る
遊
仙
窟
(
『
古
典
全
集
』
)
の
イ

こ
と
は
想
像
に

な
い
。
三
月
二
十
日
の
夜
、
池
主
と
の
贈
答
の
片
片
を

メ
l
ジ
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と

中
に
具
体
的
に
娘
子
を
お
く
幻
想
は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
一

で
あ
ろ
う
。
春
へ
の
憧
慢
の

眺
め
る
内
に
、
帰
郷
の
期
待
と
相
ま
っ
て
そ
れ
こ
そ
俄
に
妹
へ
の
思
い
が

ん
で
い

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
て
、

そ
の
核
に
な
っ
た
の
は
、
悲
緒
一
首
に
あ

の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
悲
緒
一
首
の
妻
の
描
写
「
妻
の
命
も

か
一
カ
月
前
に
は
、
「
息
だ
に
も
い
ま
だ
休
め
ず
年
月
も
幾
ら
も
あ
ら

っ
た
妻

ぬ
に
」
(
悲
緒
一
首
)
と
嘆
い
て
い
た
の
が
、
恋
緒
歌
で
は
「
あ
ら
た
ま
の
年

池
主
の
。
敬
和
歌
。
を
め
ぐ
っ
て

四
七



池
主
の
。
敬
和
歌
。
を
め
ぐ
っ
て

行
き
反
り
春
花
の
う
つ
ろ
ふ
ま
で
に
」
と
、
移
り
行
く
時
の
感
慨
が
歌
わ
れ

て
い
る
。
悲
緒
一
首
・
更
贈
歌
で
「
せ
む
す
べ
の
た
ど
き
を
知
ら
に
」
と
や

情
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
「
相
見
ね
ば

、王(1) 

り

の
な
い

い
た
も
す
べ
な
み
」
と
は
歌
う
も
の
の
、
「
よ
し
ゑ
や
し
・
:
」
以
降
で
は
妹

(
2
)
 

う
こ
と
の
期
待
感
が
膨
ら
ん
で
い
っ
て
い
る
。
そ
の
「
よ
し
ゑ
や
し
」

に
し
て
も
、
悲
緒
一
首
の
「
玉
梓
の
道
を
た
遠
み

る
よ
し
も
な

ひ
も

(
3
)
 

し
」
、
更

の
「
玉
梓
の
道
の
遠
け
ば
間
使
ひ
も
遣
る
よ
し
も
な
み
」
に

対
し
て
、
「
玉
梓
の
道
は
し
遠
く
関
さ
へ
に
隔
り
で
あ
れ
こ
そ
よ
し
ゑ
や
し

よ
し
は
あ
ら
む
そ
」
と
応
じ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
間

(4) 

に
確
た
る
位
置
を
占
め
る
の
が
池
主
の
敬
和
歌
で
あ
っ
た
。

歌
日
誌
で
み
る
な
ら
、
敬
和
歌
は
そ
れ
ま
で
の
弟
歌
、
悲
緒
一
首
、

歌
を
一
日
一
柔
ら
か
く
受
け
止
め
、
恋
緒
歌
へ
と
導
い
て
い
っ
て
い
る
。
敬
和

(
5
)
 

歌
は
更
に
対
す
る
答
え
歌
に
と
ど
ま
ら
ず
、

歌
、
そ
し
て
後
の
恋
緒
歌
と
も
極
め
て

そ
の
前
の
悲
緒
一

弟

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
越
中
時

代
の

持
に
と
っ
て
、

の
存
在
が

要
で
あ
っ
た
こ
と
は
論
を
待

(6) 

た
な
い
が
、

長
歌
贈
答
と
い
う
実
際
の
場
に
お
い
て
、

確
か
に
そ
の

確
認
す
る
の
で
あ
る
。

天
平
十
九
年
の
ふ
た
り
の
長
歌

(
7
)
 

は
ま
だ
そ
の
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り

で
あ
る
。

四
J¥ 

例
え
ば
こ
の
点
、
「
全
註
樺
」

注
』
で
も
「
段
落
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
文
と
し
、

ま
た
『
全

圃-句

は
敬
和
歌
を
六
段
に
、
「
全
注
』
で
は
五
段
に
分
け
る
。

か
な
差
異
は
と
も
か
く
、
家
持
長
歌
に
対
し
、
池
主
長
歌
が
い
か
に
も
断

片
的
で
あ
る
印
象
の
保
証
に
は
な
ろ
う
。

巻
四
・
六
七
二
(
安
倍
虫
麻
目
)
に
も
同
様
の
例
が
あ
る
。
ま
た
、
全
体

が
に
宛
て
た
巻
四
・
七
三
八
に
も
似
て
い
る

の

は
か
つ
て
大

!
大
越
寛
文
氏
『
大
伴
家
持
の

こ

の

点

の

「

全

註

『
古
典
全
集
』

『
全
注
』

に
あ
る
。
と

り
わ
け
『
古
典
集
成
』
に
は
は
っ
き
り
と
「
以
下
二
句
は
三
九
六
三
を
承

け
る
。
」
と
あ
る
。

に
五
例
、
内
三
例
は
家
持
・
池
主
の
例
(
巻
十
七
・
三
九
五
七
、

三
九
七
三
、
三
九
七
八
)
、
他
に
巻
九
・
一
七
八
五
、
巻
十
三
・
三
二
九
一

が
あ
る
。
但
し
、
池
主
の
例
は
「
都
治
め
に
」
で
は
な
く
「
部
も
治
む
る
」

と
あ
る
。

ー--，

の
家
持
1

『
臥
病
』
の
作
を
め
ぐ
っ
て
l
」

学
論
集
』
。
但
し
、
氏
は
八
句
全
体
で
妻
・
家
へ
の
思
い
を
込
め
て
い
る
と

さ
れ
る
。

『
日
本
上
代
文

諸
注
に
指
摘
が
あ
る
が
、
特
に
川
口
常
孝
氏
「
死
者
の
生
1

家
持
と
池

主
|
」
(
「
大
伴
家
持
」
)
に
は
「
急
使
の
派
遣
に
は
、
あ
る
い
は
池
主
の



(8) 

(9) 

(
叩
)

(
日
)

(ロ)
(
日
)

(
M
)
 

(
日
)

配
慮
が

い
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
よ
と
あ
り
、
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
詳

し
く
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

氏
は
、
悲
緒
一
首
に
つ
い
て
は
、
巻
十
三
・
一
二
三

二
九
、
三
二
七
四
、

(
時
)

一
二
三
三
ム
ハ
、

ま
た
更

に
つ
い
て
は
、
三
三
二
九
、
一
二
三
三
六
、
三
二

九
、
三
二
七
二
も

さ
れ
、
更
に
、
更

の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

(口)

九
七
、
三
二
七

O
の
影
響

に
は
、

三
ニ
九

大
越
寛
文
氏
「
大
伴
家
持
の

十
三
は
、
伊

』
に
も
こ
の
指
摘
が
あ
る
。
巻

博
氏
が
古
代
国
郡
図
式
に
則
り
な
が
ら
歌
を
配
列
し
て
い

る
と
説
か
れ
た
知
く
(
『古

典

四

』
解
説
等
)
、

(
日
)

。
道
行
き
。
の
表
現

は
目
に
つ
く
が
、

当
該
の
例
が

し3
0 

も
う
一
例
、
家
持
に
「
大
君
の
任
き
の
ま
に
ま
に
」
(
巻
十
八
・
四
一
一

六
)
と
あ
る
。

(
日
)

共
に
官
命
を
受
け
赴
任
す
る
夫
を
送
る
妻
の
気
持
が
歌
わ
れ
、
細
部
に

歌
と
し
て
あ
げ
ら
れ

ま
で
類
似
の
表
現
が
及
ぶ
。
「
古
典
集
成
」
に
も

る

こ
の
点
、
『
全
注
」
に
は
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
巻
十
三
の
歌
を
学
ん
で

い
る
ら
し
い
。
」
と
あ
る
。

橋
本
達
雄
氏
「
二
上
山
の

を
め
ぐ
っ
て
」

『
大
伴
家
持
作
品
論
孜
』
。

ま
た
「
全
注
』
に
も
同
様
の

あ
る
。

、
他
に
も
額
田
王
歌
(
巻
ニ
・
一
五
こ
を
あ
げ
る
。

の
当
該
部
分
の
類
似
表
現
と
し
て
三
二
七
四
と
三
三
二

(
却
)

神

も

池
主
の
か
敬
和
歌
。
を
め
ぐ
っ
て

九
の
二
例
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る

(
「
家
持
に
お
け
る
長
歌
|
越
中
守
時
代
を

中
心
に
|
」
)
。

尤
も
、
こ
れ
も
恋
の
呪
術
と
す
る

『窪
田

の
よ
う
な
立
場
も
な

い
わ
げ
で
は
な
い
。

池
主
の
こ
の
例
も
含
め
集
中
十
一
例
あ
る
。
巻
十
、
巻
十
一
、
巻
十
三

に
多
い
。

十
三
・
三
一
ニ

O
三
の
挽
歌
的
表
現

造
|
」
「
明
治
大
学
教
養
論
集
』
三
二
二
号
。
ま
た
、
「
私
注
」
に
は
「
本

来
は
挽
歌
で
あ
っ
た
も
の
を
、
別
れ
た
配
偶
者
を
封
象
と
す
る
相
間
に
輔

つ
い
で
そ
れ
に
臆
ず
る
反
歌
を
附
加
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
」
と

「
死
者
と
の
出
逢
い
!
万

説
し

詳
し
い
。

こ
の
点
、
『
古
典
全
集
」
に
は
「
こ
こ
は
む
し
ろ
『
言
ひ

ぎ
来
ら
く
』

の
誤
り
と
み
る
べ
き
か
。
」
と
あ
る
。

い
は
、
池
主
が
「
来
ら
し
」
と
し

た
の
は
三
三
五
五

し
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
ま
た
、

こ
う
い
っ
た
「
告
ぐ
ら
く
」
「
言
ひ

ぎ
け
ら
く
」
等
の
か
引
用
型
式
。
は

憶
良
・
家
持
・
池
主
、
虫
麻
呂
歌
集
、

そ
し
て
巻
十
三
・
一
二
三

O
三
1
0

が
遠
藤
宏
氏
に
あ
り
、
参
考

四
、
三
三
五
五
に
見
ら
れ
る
と
い

十
三
歌
考
|
相
聞
・
問
答
を
中
心
と
し
て
|
」
「
国

語
と
国
文
学
』
五
三
巻
五
号
、
『
古
代
和
歌
の
基

に
な
る

(「万

者
未
詳
歌

』
に
収
載
)
。

「
恋
ひ
て
す
べ
な
み
」
は
も
う
一
例
、
三
三
二

O
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

四
九



(
幻
)

(
詑
)

(
お
)

(M) 

(
お
)

(
お
)

池
主
の
グ

を
め
ぐ
っ
て

三
二
五
七
と
ほ
ぽ
同
じ
形
で
あ
る
の
で
一
つ
に
扱
う
。

「
し
く
し
く
思
ほ
ゆ
・
思
ふ
」

の
形
に
限
れ
ば
、
巻
二
・
二

O
六
、
巻

七
・
一
二
三
占
ハ
、
巻
八
・
一
六
五
九
、
巻
十
一
・
二
四
五
六
、
二
五
五
二
、

巻
十
二
・
三
二

O
Oと
あ
る
。

尤
も
、
「
大
君
の
任
け
の
ま
に
ま
に
」
と
「
大
君
の
命
恐
み
」
は
ニ
ュ
ア

ン
ス
に
差
異
が
あ
り
、
前
者
が
「
ア
ク
テ
ィ
ヴ
な
精
神
」
な
の
に
対
し
、

者
は
「
受
動
的
・
パ
ツ
シ
ヴ
な
感
覚
」
と
小
野
寛
氏
は
い
わ
れ
る

(
幻
)

(
泊
)

(
「大
君
の
任
の
ま
に
ま
に

家
持
研
究
』
)
。
な
ら
ば
、

の
「
ま
す
ら
を
』
の
発
想

l
」
『
大
伴

こ
こ
で
池
主
が
か
受
動
的
な
感
覚
。
の
「
大
君

に
対
す
る

m
下
僚
意

の
命
恐
み
」
を
用
い
た
の
は
、

カま

し〉

た

と
い
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
か
。

「
柿
本
人
麻
呂
に
お
け
る
贈
答
歌
」
『
美
夫
君
志
』
第
十
四

号
い
ず
れ
も
巻
四
の
歌
で
、
大

に
は
五
例
(
七
四
て
七
四
回
、
七
四

九
、
七
六
七
、
七
七
二
)
、
童
女
に
一
例
(
七

O
五
)
、
娘
子
に
三
例
あ
り

(
七
一
六
、
七
一
八
、
七
八
四
)
、
す
べ
て
恋
歌
で
あ
る
。
も
う

一
例
、
こ

麻
呂
に
宛
て
た
例
が
あ
る

こ
の
点
、
小
野
寛
氏
に
も
(
注
幻
同
書
同

歌
に

『大
君
の
命
か
し
こ
み
』
と
歌
っ
た
影

れ
は

(
七
八
七
)
。

)、
「
池
主
が
家
持
へ
の

(
却
)

か
、
あ
る
い
は
京
に
残
し

(
却
)

て
来
た
妻
へ
の
恋
情
が
心
弱
く
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
あ
る
。

に
「
池
主
の
贈
歌
の
う
ち
、
長

「古
典

が
家
持
の
三
九
六
九

(
訂
)

五
O 

に
密
着
し
て
答
え
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
反

対
す
る
答
歌
を
返
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
あ
る
。
確
か
に
、
三
九
七
六
は

「
山
吹
」
で
三
九
七
四
と
、
三
九
七
七
は
集
中
こ
の
例
し
か
な
い
枕
調

「
葦
垣
の
」
を
共
通
項
に
、
三
九
七
五
と
密
着
し
て
い
る
。

尤
も
集
中
に
「
夢
」
を
「
も
と
な
」
と
歌
う
例
も
三
例
ほ
ど
み
え
る
|

巻
十
二
・
三
一
六
二
、
巻
十
四
・
三
四
七
一
、
巻
十
五
・
三
七
三
八
|
。

ま
た
、
「
衣
手
を
折
り
返
し
」
|
「
白
た
へ
の
袖
折
り
返
し
」
!
「
し
き

た
へ
の
袖
返
し
」
と
続
い
て
来
た
表
現
に
す
る
な
ら
、
次
の
よ
う
な

一
リ
ー
、
み
J

V
」

j
t
』

も
想
像
し
て
み
た
く
な
る
。

我
が
背
子
が
袖
返
す
夜
の
夢
な
ら
し
ま
こ
と
も
君
に
逢
ひ
た
る
ご
と
し

(
巻
十
一
・
二
八
一
三
)

白
た
へ
の
袖
折
り
返
し
恋
ふ
れ
ば
か
妹
が
姿
の
夢
に
し
見
ゆ
る

(
巻
十
二
・
二
九
三
七
)

或
い
は
、
「
山
吹
」
「
赤
裳
裾
引
く
娘
子
」
か
ら
す
れ
ば
、
次
の
歌
あ
た
り

+」四
H
U
1引
J

3

0

Bt
由
メ
布
川
¥
刀

山
吹
の
に
ほ
へ
る
妹
が
は
ね
ず
色
の
赤
裳
の
姿
夢
に
見
え
つ

つ

(巻
十一

-
二
七
八
六
)

こ
れ
が
初
出
、
こ
の
後
、
巻
十
九
・
四
一
四
六
で
も
用
い
て
い
る
。

巻
十

一
・
二
六
五
九
に
「
よ
し
ゑ
や
し
よ
そ
ふ
る
君
が
」
と
あ
り
、
当

該
例
の
日
明

に
通
う
も
の
が
あ
る
。

こ
の
。
山
吹
。

宝
二
年
の

「詠
山
振
花
歌
」
(
巻

の
思
い
出
が
、
天



十
九
・
四
一
八
五
)
を
起
点
と
す
る
歌
群
に

べ
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
稿
「
家
持
の
グ
山
吹
の
花
を
詠
む
歌
。
を
め
ぐ
っ

』
第
九
十
二
巻
四
号
。

し
て
い
る
こ
と
述

報

止と
Eヨ

て
」
「
園

表
の

ι代
表
か
ら
辞
任
の
申
し
出
が
あ
り
、
慰
留
に
つ
と
め
た
が
辞
意

は
か
た
く
、
や
む
を
え
ず
こ
れ
を
認
め
た
。
後
任
に
つ
い
て
、
委
会
内
に

を
経
て
、

に
つ
い
て

付
記
本
稿
は
平
成
三
年
度
高
葉
学
会
全
国
大
会
(
貯
光
華
女
子
大
学
)
で
口

頭
発
表
し
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。
雑
駁
な
発
表
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伊
藤

博
氏
、
神
志
隆
光
氏
、
神
堀
忍
氏
、
芳
賀
紀
雄
氏
、
渡
瀬
昌
忠
氏
か
ら
懇

御
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
込
め
た
い
。

(
お
お
こ
し

よ
し
ふ
み
・
東
京
都
立
国
立
高
等

出
委
員
会
を
設
け
、
そ
の

こ
と
に
決
し
、
昨
年
の
大
会
終
了
後
を
も
っ
て
交
替
と
し
た
。

小
島
前
代
表
に
は
昭
和
四
十
三
年
以
来
、
二
十
四
年
の
長
き
に
渉
り
、
学

会
の
中
心
と
し
て
広
く
全
体
の
指
導
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
。
な
お
、
今
後
も
委
員
に
は
留
ま
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い

し
、
了
承
を
い
た
だ
い
た
(
次
項
参
照
)
。

長
を
設
け
、
学
会
代
表
を
退
か
れ
た
方
を
遇
す
る
こ
と
と

す
る

代

切

O
新
た
に

な
っ
た
。

小

表

を

名

誉

会

長

に

推

戴

し

た

。

O
な
お
、
以
上
に
伴
う
会
則
上
の
整
備
は
、
現
在
進
行
中
で
あ
る
。

池
主
の
。
敬
和
歌
。
を
め
ぐ
っ
て
・
報
告

五一



報

告

五
ニ

四
十
五
回
全
国
大
会
(
十
月
三
日

i
六
日
)

講
演
者
は
お
三
方
。
山
口
氏
は
「
古
事
記
』
の
訓
仮
名
の
例
を

か
め
ら
れ
つ
つ
、
そ
の
表
記
の
あ
り
方
が
、
「
古
』
読
解
の
便
宜
の
た 確

め
に
、
想
像
以
上
に
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
点
を
主
張
さ
れ
た
。
木
下
氏
は

『
万
世
集
』
の
「
味
凝
」
「
不
可
頼
事
」
「
珍
吾
欲
得
」
の
三
点
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
訓
み
と
解
釈
を
ま
こ
と
に
歯
切
れ
の
い
い
考
証
で
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
学
会
代
表
小
島
氏
は
、
当
地
高
岡
に
お
け
る
大
伴
家
持
の
文
学

の
環
境
を
、
立
体
的
に
ま
た
草
々
と
滋
味
あ
ふ
れ
る
口
調
で
語
り
尽
く
さ
れ

た
。
会
場
を
埋
め
た
多
く
の
聴
衆
の
醸
し
だ
す
雰
囲
気
は
、
「
万
葉
ま
つ
り
」

の
高
揚
に
学
的
緊
張
を
加
え
た
ま
こ
と
に
濃
厚
な
も
の
で
あ
っ
た
。

*
懇
親
会
(
午
後
六
時
三
十
分

i
八
時
三
十
分
)

砂
ホ
テ
ル
ニ
ュ

1
オ
l
タ
ニ
高
岡

ほ
ぽ
百
名
の
大
き
な
宴
と
な
っ
た
。
代
表
、
市
長
、
そ
し
て
講
演
者
の
挨

拶
と
続
き
、
高
岡
市
議
長
の
音
頭
で
、
乾
杯
。
本
年
も
司
会
を
坂
本
信
幸
、

渡
辺
護
両
委
員
が
担
当
し
た
。
司
会
両
名
の
例
年
の
目
標
は
集
わ
れ
た
す
べ

て
の
方
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
到
底
無
理
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の

聞
に
、
高
岡
市
の
要
人
の
方
々
か
ら
拝
領
の
お
酒
も
た
っ
ぷ
り
い
た
だ
か
な

く
て
は
な
ら
ぬ
。
遠
大
な
計
画
と
自
ら
の
願
望
で
司
会
は
大
忙
し
の
大
汗
を

か
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ず
い
分
た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
話
を
い
た
だ
い

た
。
お
顔
を
見
る
楽
し
み
、
お
話
を
聞
く
楽
し
み
、
そ
し
て

し
て
和
や
か
に
宴
は
果
て
た
。
古
城
公

時
間
を
経
て
ま
だ
続
い
て
い
る
。

第
二
日

日

* 

(
午
後
一
時

1
五
時
三
十
分
)
診
国
立
高
岡
短
期
大
学
講
堂

西
宮
一
民
委
員

司
会

挨
拶

高

岡

市

長

記
に
お
け
る
表
記
の
性

訓
仮
名
表
記
を
め
ぐ
っ
て
|

聖
心
女
子
大
学
教
授

山
口
佳
紀
氏

高
葉
集
あ
れ
こ
れ

ー-，

の
こ
と
な
ど
|

関
西
大
学
教
授

木
下
正
俊
氏

家
持
の
「
学
」
|
越
中
在
任
中
の
詩
歌
を
め
ぐ
っ
て
|

学

会

代

表

小

島

憲

之

氏

前
日
よ
り
こ
こ
高
岡
市
で
は
「
万
葉
ま
つ
り
」
が
聞
か
れ
て
い
る
。
そ
の

大
の
催
し
は
、
驚
く
べ
し
、
六
十
時
間
を
費
や
し
て
『
万
葉
集
」
四
五
一

六
首
を
一
六

O
O人
の
人
々
が
朗
請
す
る
会
で
あ
る
と
い
う
。
祭
り
の
さ
ん

ざ
め
き
を
わ
ず
か
に
れ
て
、
寓
葉
学
会
講
演
会
は
高
岡
短
期
大
学
に
お
い

の
組
み
込
ま
れ
た
お
し
ゃ
れ
な
円
形
劇
場

て
定
刻
開
始
さ
れ
た
。

相
と
よ
も

は
三
十
五

の
ご
と

で
あ
る
。

に
お
け
る
万
葉
の



治
国
立
高
岡
短
期
大

六
首
に
つ
い
て

京
都
大
学
大
学
院
生

*
研
究
発
表
会
(
午
前
十
時

1
午
後
五
時
)

天
平
勝
宝
八
六
月
十
七
日

奥

村

和

美

会
と
は
違
い
、
質
疑
応
答
が
加
わ
っ
て
、
さ
ら
に
厳
し
い
緊

零
囲
気
で
あ
る
。
t

葉
学
会
の
研
究
発
表
会
は
恐
い
ほ
ど
の
厳
正
さ
を
も
っ

て
な
る
と
お
っ
し
ゃ
る
方
が
多
い
。
な
る
ほ
ど
そ
の
と
お
り
で
、
本
年
は
終

始
司
会
か
ら
の
指
名
発
一
言
、
皆
無
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
司
会
の
苦
心
は
質
量

共
に
豊
か
す
ぎ
る
質
疑
応
答
を
い
か
に
時
間
内
に
ま
と
め
あ
げ
る
か
と
い
う

点
に
費
や
さ
れ
た
。
不
足
を
あ
げ
つ
ら
う
ば
か
り
で
は
厳
し
い
と
は
言
え
な

い
。
質
問
の
内
容
を
見
れ
ば
、
不
足
は
不
足
と
し
て
指
摘
し
つ
つ
も
、
発
表

者
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
、
最
も
価
値
あ
る
部
分
を
発
見
し
よ
う
と
い
う

意
に
満
た
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
研
究
発
表
が
厳
し
い
緊
張
に
満
ち
て

有
益
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
よ
う
な
質
問
者
の
発
見
の
努
力
に
負
う
と

こ
ろ
も
大
き
い
。

夕
刻
、
両
日
の
晴
天
の
後
の
待
ち
か
ね
た
よ
う
な
北
国
の
雨
で
あ
っ
た
。

を
伴
う

赤
人
の
印
南
野
行
幸
従
駕
歌
|
「
不
欲
見
野
」
を
め
ぐ
っ
て
|

東
京
入
学
大
学
院
生

土

浦

短

期

大

学

村
田
正
博
委
員

野
遊
の
歌
四
首

以
上

司
会

日

異
記
上
巻
の

三
昧
院
本
の

に
つ
い
て

二
音
節
助
動
詞
の
一
部
読
添
え

帝
塚
山
学
院
大
学

学

館

大

学

以
上

司
会

に
お
け
る
叙
述
の
主
体
を
め
ぐ
っ
て

聖

心

女

子

大

学

人
麻
呂
歌
集
非
略
体
歌
七
夕
歌
群
|
七
夕
以
前
の

に
つ
い
て
|

* 

実

践

女

子

大

学

渡

瀬

昌

忠

以
上
司
会
井
村
哲
夫
委
員

で
あ
る
。
朗
請
の
会
は
六
十
時
間
を
も
っ
て
研
究
発

表
会
の
一
時
間
前
に
終
了
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
午
前
の
部
三
人
、
午
後

の
部
四
人
、
あ
わ
せ
て
七
名
の
方
の
発
表
が
相
次
い
だ
。
内
容
は
懸
命
の
探

究
の
努
力
と
万
葉
の
学
の
に
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
会
場
は
な
お

会
に
同
じ

報

4邑
t:I 

上
回
由
紀
美司

三
田

写
か
ら
|

乾大
島

信

生

矢品

目

悦

一

第
三
日

庁

跡

国

守

館

(

勝

勢
水
海
諸
見
(
昼
食
)
|
|
桜
谷
古
墳

の
江

l
l
奈
月
温
泉
(
宿
泊
・
ホ
テ
ル
黒
部
)

参
加
者
六
十
四
名

案
内
と
解
説
万
葉
歴
史
館
古
岡
英
明
氏
・

前
日
よ
り
引
き
続
く
雨
の
中
、
高
葉
研
修
旅
行
が
高
岡
駅
前
よ
り
出
発
し

寺

上
山

五



報

&. 
口

五
四

た
。
総
勢
六
十
四
名
、
一
泊
二
日
の
同
行
で
あ
る
。

北
世
氏
お
二
人
の
懇
切
の
ご
説
明
を
い
た
だ
き
つ
つ
行
く
幸
せ
な
旅
と
な
っ

た
。
万
葉
歴
史
館
が
最
初
の
見
学
予
定
地
。
「
万
葉
ま
つ
り
」
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
高
岡
の
人
々
の
家
持
を
中
心
と
す
る
万
葉
へ
の
熱
情
が
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
ら
れ
る
施
設
で
あ
る
。
国
庁
跡
、
国
守
館
跡
を
巡
り
、
越
中
二
上
山

に
パ
ス
は
上
る
。
風
雨
止
ま
ず
。
布
勢
の
海
、
氷
見
を
経
て
、
昼
食
。
海
近

い
桜
谷
古
墳
を
見
学
。
雨
晴
の
海
岸
を
経
て
、
最
終
見
学
地
で
あ
る
奈
呉
の

江
と
向
か
う
。
途
中
、
引
退
せ
し
帆
船
、
海
王
丸
の
雄
姿
あ
り
。
泊
ま
り
は

黒
部
の
宇
奈
月
温
泉
。
夜
、
夕
食
を
兼
ね
た
懇
親
会
。
研
修
旅
行
の
嬉
し
さ

は
、
東
京
、
大
阪
、
九
州
な
ど
の
こ
の
旅
行
を
熱
愛
し
て
下
さ
る
グ
ル
ー
プ

の
方
た
ち
の
参
加
で
あ
る
。
そ
の
方
々
の
お
話
を
う
か
が
え
ば
、

が
奈
辺
に
あ
る
か
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

岡
氏
、

呑
気
に
パ
ス
に
身
を
任
せ
、
雄
大
な
自
然
を
楽
し
む
の
み
で
あ
.
る
。
日
本
一

高
い
(
料
金
も
)
と
い
う
有
料
道
路
に
乗
る
。
途
中
に
わ
か
に
霧
m

く
な
る
。

下
界
よ
り
す
れ
ば
こ
れ
は
雲
中
に
当
た
る
。
路
肩
に
パ
ス
を
留
め
、
称
名
の

滝
を
遠
望
。
遥
か
か
な
た
霧
の
聞
に
称
名
の
滝
見
え
、
濠
布
の
音
わ
ず
か
に

伝
わ
る
。
先
頭
車
両
の
人
々
、
歎
息
し
て
滝
を
望
み
、
写
真
な
ど
取
り
、
後

続
車
の
人
た
ち
に
場
所
を
あ
け
る
。
瞬
時
霧
再
び
閉
ざ
し
て
、
滝
音
の
み
。

称
名
の
声
の
み
聞
く
人
々
は
い
か
な
る
因
果
に
や
。

室
堂
付
近
に
近
づ
い
て
、

ド
が

さ
ら
に
高
み
へ
。

宇
奈
月
温
泉
(
北
陸
高
速
)
芦
餅
寺
(
休
憩
)

立
山
・
室
堂
(
昼
食

)
i
1ム
v一
山
博
物
館
|
|
富
山
駅

旅
行
第
二
日
、
宇
奈
月
温
泉
出
発
。
雨
あ
が
り
て
快
晴
。
北
陸
高
速
を
ひ

た
す
ら
に
走
り
、
芦
餅
寺
で
休
憩
。
さ
ら
に
桂
台
を
経
て
立
山
室
堂
へ
と
パ

ス
は
向
か
う
。
家
持
が
ふ
り
仰
い
だ
立
山
の
頂
上
を
目
指
す
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
前
日
と
違
い
、
歌
そ
の
も
の
の
勉
強
と
い
う
も
の
は
な
い
。
少
々

桂
L内
口

の
上
へ
と
突
き
抜
け
た
。
地
元
の
ガ
イ

天
。
一
昨
日
の
初
雪
い
ま
だ
残
る
。
頂

上
を
散
策
、
そ
し
て
昼
食
。
上
、
雷
阜
の
足
跡
(
?
)
、
這
松
の
繁
み
へ

と
続
く
も
、
ゆ
か
し
。
自
然
を
満
喫
し
て
や
が
て
下
り
へ
と
向
か
う
。
午
後
、

立
山
博
物
館
。
改
め
て
立
山
が
あ
つ
い
信
仰
の
山
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
体

感
す
る
。
心
地
よ
い
疲
れ
と
共
に
、
富
山
駅
へ
と
向
か
っ
た
。
午
後
五
時
、

定
刻
ど
お
り
駅
頭
に
て
解
散
。
寓
葉
学
会
全
国
大
会
第
四
十
五
回
、
す
べ
て

終
了
し
た
。
学
会
四
日
間
に
わ
た
り
、
暖
か
い
お
世
話
を
下
さ
っ
た
万
葉
歴

史

館

の

方

々

を

は

じ

め

、

古

し

つ

つ

、

家

路

へ

と

就
い
た
の
で
あ
る
。
(
渡
辺

一
気
に

す
る
ほ
ど
の
、

お
山
は

の
四
日

* 

の
皆
様
に
心
か
ら

) 
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円

4

7

7

4

7

7

釦

7

ヴ
d

し

美

司

代

子

子

子

と

寿

照

清

博

道

原

勇

村

之

尾

井

杉

波

下

杉

瀬

坪

友

086-525-5060 

0849-24-8492 

052-522-1229 

0849-31-2276 

086-241-1833 

福海 933 高岡市南田町178

086-284-1848 

0849-56-0659 

0766-21-6188 

部谷千代子 720 福山市北占津町3-24-25 0849-23-4745 

宝諸玲子 福山市一ー之丸町12-4720 0849-23-3957 

富 阿弥生 729-01福山市柳津町2310 0849-33-3221 

富長京子 福山市桜馬場町10-40720 0849-23-8057 

下幸男 高知市横内417780 0888-43-6646 

山本サダ子 720

山本久子 720

浅五月 721

山市水呑町2349

福山市赤坂町1093-1

山市西深津町7-3-4

0849-56-0718 

0849-51-5465 

0849-24-5004 

0849-24-0212 

0849-26-2600 

吉川明美 720 福山市北吉津町 1-2 -16 

吉原久枝 720 福山市久松台 1-22-27

(改姓・変更・表示を含む)

梅 木 裕 690-21島根県八束郡/ 日占333-127

小JlI靖彦 一ー鷹市井口5ート13 コポ105号181 0422-34-5414 

仙台市青葉区一条町4-11
原田貞 981 022-274-7669 

一ー条宿舎6-101 

田誠司 333 川口市戸 7 048-297-1476 一

宮 岡 631 奈良市一名 4丁目1193-126 0742-43-9019 

村 誠 753 山口市錦町7-21 0839-24-8262 

五
五



dbh 
Z玄 名

住

言T

氏名

新入会

洗井孝枝 703 岡山市平井6丁目23-23

者野 所 話番号
b-
":rt 

員

086-276-3543 

'!;4; 智佳子 564 吹田市円山町8-8CASA'88・105号 06-387-0305 

池島和子 700 岡山市 4-3 086-256-0403 

石井 江 703 岡山市徳占町1-4-8-312 086-272-6027 

石原淑子 700 岡山市津島西坂2-1ト31 086-252-5028 

市南扇子 518 上野市長田1191 0595-23-0495 

京都市伏見r'0m1 ソ、司~ .......... /...J 'rl--l，.QA円J
井 史ノ 口 612 075-643~7133 

181-5 

井山温子
堺市新家町777-1

593 
白鷺ビューハイツ209号

277 柏市西山2丁目10-19

札幌市北区北34条西9丁目
001 
けいほくコーポラス205号

0722-36-5619 

子

子

圭

裕
野

本

岩

岩

0471-74-9105 

011-756-2082 

上西雅子 720 福山市本町7-5

内山道子 721 福山市坪生町1087

枝松百合子 703 岡山市福泊10-13

大島知子 720 福山市光南町2-2-2

岡田チサ子 720 福山市水呑町4221-11

岡本雅彦 630 奈良市法蓮町南2丁目1147

0849-24-8233 

0849-47-3115 

086-277-0928 

0849-23-2633 

0849-56-4631 

0742-22-8441 

小川理恵 181 三鷹市井口5-1-13藤コーポ105号 1422-34-5414 

荻原貴美子 720-11福山市駅家町向永谷107 0849-76-2360 

奥田可奈 491 一宮市柳戸町1-19-3 1856-24-0456 

京都市西京区桂艮町17-55村和美 615 /_~'~: .~n， '.~~~ r ..，-L .h~. ~. vv  075-392-3562 
ルプラン内

河相英子 720-21広島県深安郡神辺町道上879-2 0849-62-1075 

川島寿美 715 井原市大江町5227 08666-7 -1272 

木村美子 720 福山市水呑町5031 0849-56-3652 

楠木千尋 113 東京都文京区本郷5-32-18-203 03-5684-3873 

佐藤登志子 720 福山市山手町1567-23 0849-51-5968 

五
六

下江晶子 720 福山市久松台 2-17-11 

下江光恵 720 福山市久松台 2-17-11

0849-24-7253 

0849-24-7253 



輯

後

記

。
新
春
の
浄
机
に
第
百
四
十
五
号
を
お
お
く
り
し
ま

す
。
「
報
告
」
に
記
し
ま
し
た
通
り
、
当
学
会
の

代
表
が
小
島
氏
か
ら
伊
藤
氏
に
交
替
さ
れ
ま
し
た
。

小
島
氏
に
は
長
き
に
渉
る
御
指
導
に
感
謝
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
今
後
と
も
名
誉
会
長

と
し
て
指
導
と
後
見
を
賜
わ
り
ま
す
。

O
本
号
の
二
篇
は
共
に
一
昨
年
の
全
国
大
会
で
の
研

究
発
表
を
も
と
に
お
ま
と
め
下
さ
っ
た
も
の
で
す
。

坂
本
氏
の
論
は
従
来
の
諸
説
の
丁
寧
な
検
討
の
上

に
新
見
を
呈
示
さ
れ
た
も
の
。
大
越
氏
の
論
は
家

持
と
池
主
と
の
長
歌
を
中
心
と
す
る
贈
答
の
奥
処

を
詳
し
く
追
究
さ
れ
た
も
の
。
共
に
歌
の
真
に
迫

る
情
熱
に
裏
付
け
ら
れ
た
論
と
し
て
、
熟
読
下
さ
い
0

0
こ
の
と
こ
ろ
多
く
の
御
投
稿
が
あ
り
、
あ
り
が
た

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
従
来
通
り
、
一
篇
一
篇
に

つ
い
て
慎
重
に
審
査
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
時

間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
篇
に
つ
き
再

度
回
覧
を
繰
返
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
御

了
承
下
さ
い
。
と
は
い
え
、
更
に
多
く
の
方
々
か

ら
の
御
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

雪
国
に
い
な
が
ら
、
こ
の
冬
は
「
雪
や
こ
ん
こ
霞

や
こ
ん
こ
。
降
つ
て
は
降
っ
て
は
、
ず
ん
ず
ん
積
る
。

:
:
:
」
(
「
雪
」
)
と
い
う
景
が
今
の
と
こ
ろ
見
ら
れ

ま
せ
ん
。
あ
り
が
た
く
も
あ
り
、
寂
し
く
も
あ
り
、

複
雑
な
心
境
で
す
。

1 

(
粕
谷
興
紀
)

O 
お

誌い

の O

は
学
会
本
部
あ

• 

の

、

研

究

発

表

会

、

会

、

書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

一
、
会
員
は
、
年
額
三
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含

む
)
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
事
務
は

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
二
二
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八
)

に
お
い
て
行
な
ふ
。

て
2
入

会

申

込

み

、

・

改

姓

等

の

届

出

、

学

会
費
の
現
金
(
小
切
手
・
小
為
替
)
に
よ
る
納

入
、
本
誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
事
項
は
、
す

べ
て
下
記
の
清
文
堂
出
版
あ
て
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
投

稿

規

定

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
高
葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研
究
論

文。
一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内)。

て
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す

る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ

め
申
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

高

葉

皐

曾

会

則

一
、
本
会
は
高
葉
筆
舎
と
称
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
高

廿
」
を
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
随
時
、
高
葉
に
関
す
る
見
学
旅
行
、
文

ム
去
、

平
成
五

平
成
五

(
一
九
九
一
ユ
)
年
一
月
二
十
五
日
印
刷

(
一
九
九
一
三
年
一
月
三
十
一
日
発
行

頒
価

七
百
五
十
円

干
別
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
問
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電
話

8

5

5子一一四一四

編

集

・

発

行

高

葉

墜

曾

代

表

者

伊

藤

博

振
替
大
阪

O
二
九
一
四
七
番

一T
四
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
三
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

高
葉
学
会
事
務
室

。
六
(
三
一
)
六
二
六
五

発
売
所

大
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成
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三
十
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日
発
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百
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十
円

送
料
三
十
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円


